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ＴＡＮＴキャンペーン 
  

連日、厳しい暑さが続きますが、い

かがお過ごしですか。 

当社では、ＴＡＮＴの発売 20周年

ということで、7月から 9月の 3ヶ月

間キャンペーンを行なうことになり

ました。 

ＴＡＮＴは、世界一のカラーバリエ

ーションの全 152 色です。また、＜70

＞＜100＞＜130＞＜180＞と厚さの種

類も増えました。そして、タントセレ

クトが昨年秋に発売され、柄のバリエー

ションも充実しています。 

日頃からの感謝の気持ちを込めまして、

ささやかですが、キャンペーン期間中にＴＡ

ＮＴをお買い上げ頂いたお客様全員に、ク

オカードや粗品をプレゼントさせて頂きま

す。よろしくお願いいたします。 
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TＡＮＴといえば、特種製紙さんが製

造されている紙です。 

特種製紙さんは、1926年創業の80年

以上の長い歴史を持つ会社です。最近

では、４月に東海パルプ（株）さんと経営

統合されたのが記憶に新しいですね。 

また、６月に王子製紙さんと王子特殊

紙さん、特種東海ＨＤさんと特種製紙さ

んで戦略的業務提携の検討開始と資本

提携に関する覚書締結をされたそうで

す。 

特種製紙さんと、いえばやはり「レザッ

ク 66」が、一番最初にイメージされる方も

多いのではないでしょうか。ちなみに、御

存知の方も多いと思いますが、1966 年

に発売されたので、「66」とついていま

す。 

ファンシーペーパーでは、里紙、岩は

だ、マーメイド、もみ紙、玉しき、高級印

刷用紙では、Mr.B、MrS.B、Mr.Bm など

をつくられています。 

他には、情報用紙や特殊機能紙、紙加

工品も作られています。 

いま日本国内にある紙は約 25,000 種類

と言われています。特殊製紙さんではその

20％にあたる 5,000 種類をこえる紙を製造

しているそうです。驚きですね。 

TＡＮＴは、ポルトガル語で「たくさん」とい

う意味だそうです。それで、152 色ものカラ

ーバリエーションがあるのですね。152 色

を、どうやって色の管理をしているかという

と、人間の目で確認しているそうです。一度

に何トンも作るそうですが、最終的には、耳

掻きほどのスプーンで微妙な顔料の調整を

するそうです。まさに、職人技です。特種製

紙さんは職人の集合体だそうです。そのよう

に、高度な職人技に支えられて、徹底した

色管理を行なっているため、クレームはほと

んどありません。 

 

裏面につづきます・・・ 
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紙の豆知識 

 

スギウラ株式会社 

営業一部 

〒370-0006 

高崎市問屋町 2-2-8 

 

電話番号 

代   表  

027-361-5808 

営業一部  

027-361-5734 

 

Fax 

027-361-1272 

 

当社 Web サイト 
現在、リニューアルにむ

けて、作成中です。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

クレームは、ほとんどないのですが、

印刷時の注意点として、ファンシーペー

パー全体にいえることですが、湿気によ

る波うちが若干おきやすくなっていま

す。対策としては、風入れや、印刷機に

のせる直前に開封する、開封してしまっ

たものは、ビニールなどをかぶせて防湿

するなどがあります。 

大柄な模様のファンシーペーパー

は、紙自体にデザイン性が強く、印刷に

よるデザインが入り込む余地が、あまりあ

りません。一方、ＴＡＮＴは模様が落ち着

いていて、印刷によるデザインを邪魔せ

ずに使えます。そのため、多くのデザイ

ナーに支持されています。 

TＡＮＴは、印刷適正、加工適正にも

優れています。そのため、かなりいろい

ろな場面で使われています。 

やはり、上製本の見返しに多く使われ

ています。ハリーポッターなどの多くの書

籍に採用されていますね。本屋さんに行

けばすぐに見つかると思います。 

しかし、そのイメージが強く他の用途がな

かなか、思い浮かばないのですが、かなり多

くにものに使われています。 

箱貼紙やレターヘッド、封筒、コースター、

案内状、小冊子、おりがみ、など数え上げた

らきりがありません。 

また、厚さも＜180＞発売されて表紙や、

小さなギフトボックスなどのパッケージとして

も使えるようになりました。 

ちなみに、＜130＞＜180＞の色数は 50

色です。タントセレクトは＜70＞＜130＞が 6

色、＜100＞20 色です。 

アイデア次第で、いろいろなものに使える

と思います。 

見本帳や、サンプルを必要の場合は、ス

ギウラ（株）までご相談下さい。可能な限り対

応させて頂きます。また、ご説明など必要な

場合も遠慮なくおしゃってください。 

 

 

４／６判の名前の由来は？ 

何年か前に、お客様に聞かれたことが

あったのですが、答えられませんでし

た。その後、勉強しましたので、豆知識と

して、ご紹介したいと思います。 

ひと言で言ってしまうと、書籍と原紙の

寸法です。 

４／６判を1091を 8つに788を 4つに

断切し化粧裁ちすると、およそ 4寸×6

寸（4寸 2分×6寸 2分）メーターにする

と 128mm×188mmになることからこの名

前がついたそうです。 

もともとは書籍で４／６判と呼ばれてい

ましたが、その後、原紙も４／６判と呼ばれる

ようになったそうです。 

また、キク判は、明治初期に、新聞用に輸

入していた紙(700x1000mm)が、使いにくかっ

たため、新たに作られた規格だそうです。そ

の頃、輸入されていた２４ｘ３６インチの寸法

を縦横１インチずつ大きくして２５ｘ３７インチ

にしたそうです。 

キク判という名前は、輸入元の商標がキク

の花に似ていたという話や、新聞用に使うと

いうことで新聞の「聞」をとって名付けられたと

などの話があります。 

 
お気付きの点や質問、

疑問などありましたら、

ご遠慮なく営業または、

下記までお問合せくだ

さい。 

 

お問合せ 

メールアドレス 

sg-takahashi-t 

@kamisugiura.co.jp 


